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児の教育』 に継続的に執筆していた｡ その中で, 幼
児の教育や幼稚園保母についてふれてあるものは,
大正15 (1926) 年の 『幼稚園雑草』, 昭和６ (1931)
年の ｢就学前の教育｣, 昭和８ (1933) 年の ｢幼稚
園真諦｣, 昭和12 (1937) 年の ｢保母諸君と語る｣
｢幼児期の教育総説｣, 昭和22 (1947) 年の ｢幼児
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ける｡ 幼児期の教育は, ｢真乎重要なるものは, 知
能の早き獲得にあらずして, 生命の発展勢力の増進
と統制とにある｡ 無限の元気であり, 多面の興味で


























の特性として, 生活本位, 遊戯の尊重, 社会的, 環






の尊重｣ は, 昔は遊戯と課業が比較され, 遊戯を軽
視された時代もあったが, 幼児は遊びから多くのこ
とを学ぶとして遊戯を就学前教育では重視すべきと






































誘導する｡ (中略) しかして, その物の後には教育
者の意図があり, 意図を直接に行なわざる意味にお
















く｣ ものであるとする｡ 最後の ｢心もち｣ は, ｢以
上の諸特性を要約すれば, つまり生活を生活で教育
すること｣ であるが, ｢生活的であることには, 自
発性と具体性をもたなければならぬが, その全体的
としては心もちが潤うており, 心もちがにじんでい
なければならぬ｣ とする｡ ｢幼児も, そうした心も
ちの生活をしている｡ これに対する教育も心もちの
あるものでなければならぬ｡ 方法というと, 往々に














































































































からない｡ 味は味わってのみ分かる｡ (中略) これ
がこの点に関する唯一の教育法である｡ 一体教育者
が心得ていなければならぬ秘訣というものはいろい
















































うことよりも, 熱意一つである｣ とし, 熱意ある人















求められるとする｡ 他には ｢詩心｣21)を挙げ, ｢詩心
とは, もののさながらに触れるすなおな心にほかな






る｡ さらに ｢創意｣22)を挙げ, ｢創意とは, 生命のい
きいきしているあらわれ｣ とし, ｢幼児の創意を尊
重するためには, まず先生が創意の人でなければな












者としての ｢人間性｣ を磨くことを説いている｡ こ








































































































統合する, もっと大きく, 広く, 深いものがあると





的に発達する｡ (中略) がしかし, これだけで, 幼
児保育の芸術性が充実されているとは簡単に考えら
れない｡ もし危惧の目をもってすれば, 幼児保育の



























































ている｡ ４つは保育者の ｢服装｣34)に触れ, 幼稚園
は保母の働く場であるが, 働くのに便利な労働服で






























































































































である｡ 教師は, いい詩を読み, いい絵を見て, 詩
人や画家のもつ目と心に触れることで, 子どもと同
じ目で物を見, 物に驚くことができるため, いい詩
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